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4. ほとんどない
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令和 元 年１２月２０日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「いきいき　桜苑」は、認知症高齢者が住み慣れた地域の中で、最期まで安心して暮らせる事業所を
目指し１９年前に開設した地域密着型グループホームである。ホーム前の歩道や近隣の公園の清掃
を地道に続けてきたことで地域の方とも顔見知りになり、利用者をさりげなく見守ってくれる等協力関
係を築いている。地域の中学校合唱部の来訪時には、感動のあまり利用者が涙を流す場面もあり、
交流が少しずつ広がっている。協力医による往診とケアマネージャー兼務の看護師、介護職員との連
携で安心の医療体制が整い、看取りにも取り組んでいる。法人内研修の充実を図り、法人全体で人
材の育成に力を入れ、職員のスキルアップに繋げている。今年１１月に着任した管理者を経験の長い
職員が支え、いきいきの理念、「あなたの笑顔が見たいから」のもと、利用者の思いを尊重し、その人
らしいいきいきとした暮らしの支援に取り組んでいる、グループホーム「いきいき桜苑」である。

項　　目

所在地

自己評価作成日 令和 元 年０１月２１日評価結果確定日令和 元 年１１月１３日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1  自己評価及び外部評価結果

4090700503

法人名 株式会社　いきいき

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 いきいきの理念「あなたの笑顔が見たいから」のもと住み慣れた我が家のように心から安心してその人らしさ
を尊重した関わりを持って自然で穏やかな笑顔を忘れないように毎朝の申し送り時に理念の唱和をしてい
る。御家族様・お客様が気兼ねなくお越し下さり、たくさんの笑顔の輪が広がっている。桜苑は山寺町で地域
の一員として根ずいている。その流れを崩さずに地域の行事にもご入居様と積極的に参加している。地域の
山笠も桜苑に立ち寄って頂きご入居者とふれあいを持っている。運営推進会議にも地域住民の代表・町内
会長・センターの館長・ご家族様等が欠かすことなく出席して下さっている。8月に熊西中学生合唱部が桜苑
に来られ、中学校との連携が出来ている。ご入居者の意志を最期まで尊重し、その方らしい生活を送って頂
けるようにご家族様と常に連携を図ることを心掛けている。

事業所名 グループホーム　いきいき桜苑

〒806－0030　福岡県北九州市八幡西区山寺町３番１６号　　℡ 093-644-0702

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



次のステップに向けて期待したい内容

町内会に加入しており市民センターの催しや地域のお祭りなど
に参加し積極的に交流するように努めている。夏にある黒崎祇
園山笠では、地域の方が苑の前で御入居者全員で見物が出来
る様に協力をして下さり、黒崎ならではの地域との交流が出来
ている。市民センターでの文化祭には桜苑作品を出し展示をし
御入居者全員で参加した。熊西中学生の合唱で来訪して失語
症を伴い日頃表情の硬い御入居者が生徒たちと別れる時に号
泣される場面があり職員も共に感動する事が出来た

2ヶ月毎に地域の方々や御入居者、御家族が集まり、運営推進会議
を開き苑での日常をお伝えしている。防災訓練等、回覧板にて呼び
かけをし地域の方にも参加して頂く事で認知症の方への声掛けや対
応についても理解して頂いている。又、当法人の事業所が行ってい
る行方不明者捜索訓練にも参加することで地域と共に認知症につい
て学んでいる。認知症の人のコミュニケーションのとり方等研修での
学びを伝え地域の方にも理解を拡げている。

2ヶ月に1度、御家族の代表、地域住民の代表、民生委員、
地域包括センター、市民センター館長、福祉協議会会長等
参加して頂き、運営推進会議を開催し事業所の近況報告や
情報交換を行い、御家族からの要望や意見などをサービス
の向上に繋げている。又、入居者が地域の催し物に参加出
来る様に会議の中で日程を知らせて下さっている。

「身体拘束マニュアル」を作成しており、「福岡県身体拘束ゼ
ロ宣言」に登録し、事例検討会議などで身体拘束について
の研修をし、検討、理解を深めている。玄関には鍵をかけず
に御入居者の行動を見守り、細やかな配慮に努めている。
行動の抑制にも気をつけて、声掛けの仕方でも身体拘束に
なることを伝達し、その方に寄り添い、今の思い考えるように
心掛けている。

虐待についての研修を行い、職員間で共通の意識を持って
いる。言葉の拘束がないようにルール表にて、朝の申し送り
時に理念の唱和と共に皆で読んでいる。また、事例検討会
議などでも職員自身の言動・行動を振り返る様に、どういう
ことが虐待になるのか、職員皆で考え・尊厳するケアの実践
に努め防止を図る。



次のステップに向けて期待したい内容

御家族の来苑時には笑顔でお迎えし、職員の方から御入居
者の日頃の状況をお伝えするようにし、不安や要望等を話
して頂きやすい環境作りに努めている。入居者にも日々の
コミュニケーションの中で不安や要望をお尋ねし反映できる
ようにしている。玄関にはご意見箱の設置や相談窓口の連
絡先を掲示している。又、行事等に御家族様にもボランティ
アで参加して頂き、意見等を言いやすい関係作りに取り組
み、運営に反映している。



次のステップに向けて期待したい内容
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